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平成３０年８月１０日  

 

尾張旭市議会議長 殿 

 

議会ＩＣＴ化検討会    

  座長 篠 田 一 彦  

 

第１回 議会ＩＣＴ化検討会報告書 

 

平成２９年８月１０日より１３回に渡って開催されました議会ＩＣＴ化検討会の検討結

果を下記のとおり報告します。 

記 

１ 構成員 

  座長：篠田 一彦  副座長：まつだまさる 

  委員： 原美佳子  川村つよし  牧野 一   みとべ茂樹  若杉たかし 

 

２ 開催状況 

  平成２９年度及び平成３０年度の開催数 １３回 

   第１回：平成２９年 ８月１０日   第２回：平成２９年 ９月 ８日 

   第３回：平成２９年１０月 ６日   第４回：平成２９年１２月１４日 

   第５回：平成３０年 １月１１日     第６回：平成３０年 ２月 ６日 

   第７回：平成３０年 ３月２０日     第８回：平成３０年 ４月１７日 

   第９回：平成３０年 ５月１４日   第１０回：平成３０年 ６月１２日 

  第１１回：平成３０年 ７月 ９日   第１２回：平成３０年 ７月２０日 

  第１３回：平成３０年 ８月１０日 

 

３ 検討事項 

  尾張旭市議会ＩＣＴ化基本計画を踏まえ、以下の事項を検討した。 

（１）尾張旭市議会へのＩＣＴ技術の導入について 

（２）通信環境の整備について 

（３）今後の方向性について 

 

４ 検討結果 

（１）尾張旭市議会へのＩＣＴ技術の導入について 

   議会活動の活性化及び市民に開かれた議会を目指し、ＩＣＴ技術を活用することで、

議員の調査・情報収集能力を向上させることが期待できる。また、議員へ公的なメー

ルアドレスを付与することで、市民との対話の窓口を広げる効果がある。 



2 

 

   導入対象及び導入時期等については、別表のとおりとする。 

（２）通信環境の整備について 

   会派室内の通信環境の強化と通信データ量（通信費）を抑制するため、Wi-Fi 環境

の整備を提案する。 

（３）今後の方向性について 

   委員会室へのカメラ設置、議場内への大型モニター設置、電子採決システム等の導

入について、さらなる検討を続ける。 

 

【別表】 

 

  

導入対象 契約方法 経緯及び理由 導入時期 

○グループウェ

ア 

CESS 

随意契約 

（複数見

積徴収） 

尾張旭市議会の運用及び管理の視点から、検討会に

おいて３種類のグループウェアを試験運用し、評価の

結果、尾張旭市役所で導入しているものと同一のグル

ープウェア（CESS）とすることを決定した。 

 選定されたグループウェアを取扱う複数の業者か

ら見積書を徴収し、随意契約を行う。 

【ステップ１】 

平成 30年 12月

補正に計上し、

平成 31 年 1 月

より導入 

○通信 

LTE 

（公費：議会費） 

 

一括契約 

（入札） 

 

 

 

 

 

 自宅や外出先でもグループウェアを活用できるよ

うにするため、LTEを導入。 

 なお、通信費については、議員の議会活動の活性化

や、事務局の事務負担の軽減などが見込めるため、足

並みを揃える意味合いも含め、公費によって通信費を

負担していくことが望ましい。 

【ステップ２】 

平成 31 年当初

予算へ計上し、

平成 31 年の改

選後より導入 

○タブレット 

iPad pro 

（12.9インチ） 

iPadとしたのは、操作性と安定性、MDM等によるセ

キュリティの確保が行いやすいことを考慮した。 

サイズについては、より小型で安価なものも検討し

たが、委員全員で実際に端末を操作し、将来的に議場

で会議システムを導入することを考慮し、その将来

性・拡張性と見やすさから 12.9 インチのモデルを選

定した。 

○Wi-Fi環境 

Wi-Fiルータ 

 

買取・随

意契約 

（複数見

積徴収） 

会派室内の通信環境の強化と通信データ量（通信

費）を抑制することを考慮した。 

【ステップ２】 

平成 31 年の改

選後より導入 

○会議システム 

委員により選定 

 

随意契約 

（複数見

積徴収） 

 改選に備え、今後導入が予定される会議システムに

ついて、議会ＩＣＴ化検討会によりあらかじめ選定を

行い、改選後の事務を円滑にする。 

【ステップ３】 

平成 32 年度よ

り導入 


